
愛媛県EV開発プロジェクトについて 



 低炭素社会構築は世界の潮流であり、成長産業として期待さ

れるＥＶ関連の技術開発に取り組むことが必要 
 愛媛県内には、農業用車両や特殊車両等の機械製造や、電

子部品製造などの分野において、既に高い技術を持っている

企業が存在 
 さらに、電池技術の高性能化と低コスト化の同時進行は、

様々な製品の電動化を現実的なものとする可能性大  
 このため、電気自動車、電動バイクを始めとする電動化技

術・電動化製品関連技術について、愛媛県がプラットフォーム

としての役目を果たし、地域の産学官が結集して、電動化に

関する技術開発等を行うことにより、県内ＥＶ関連産業の創

出を図る。 

愛媛県ＥＶ開発プロジェクトの目的 
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新成長分野における 
マッスル産業群の創出 

【企業連合による“メイド・バイ・えひめ”】 

えひめ経済成長戦略2010 

産業支援機関 等 愛媛県産業技術研究所 
 EV開発センター 

えひめ発の技術
を核としたビジネ
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地域力の好循環を拡大！
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★電動化技術・電動化製品関連技術のプラットフォーム 

愛媛県EV開発プロジェクト構想（概念図） 
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○Ｈ22年4月に愛媛県産業技術研究所にＥＶ開発センターを設置 

○改造電気自動車の試作に着手 

  軽自動車ベース（ダイハツ・コペン）の１号車完了（H22.10） 

  軽商用車ベース（スズキ・エブリイ）の２号車完了（H23.6） 

  技術セミナーや現地指導により改造技術の普及に努める 

  民間企業が製作した改造電気自動車の納車第１号（H24.1） 

○電動バイクの開発に着手 

○農業機械の電動化に 

              関する研究開発に着手                  

ＥＶ開発プロジェクトのこれまでの主な取組み 



愛媛県産業技術研究所にＥＶ開発センターを設置 

四輪アライメント 

    計測システム 

車載用データ 

  収録解析システム 

制動力等 

   計測システム エンジン脱着システム 

☆佐藤ＥＶ開発センター長就任 

☆担当研究員を配置 

☆研究機器等を整備 

元 徳島工業短期大学 教授 

専門：自動車工学、ＥＶ研究 



整備士を公募しての共同作業 
改造プロセスの公開 

改造電気自動車（ダイハツ・コペン）１号車 

エンジン取り外し 
モーター等の取り付け 

改造検査・車検 完 成 レースで性能検証 





改造電気自動車１号車 （ダイハツ・コペン） 仕様表 

タイプ
主要緒元 改造前 改造後

全長 3,395 mm 3,395 mm
全幅 1,475 mm 1,475 mm
全高 1,270 mm 1,270 mm

車両重量 850 kg 850 kg
原動機 ターボエンジン　0.659 ㍑ ＡＣモーター

最大出力 47 kW （6000 回転） 47 kW （4700～12000 回転） ※１

最大トルク 110 N･m （3200 回転） 92 N･m （1000～4700 回転） ※１

燃費 15.2 km/㍑ ※２ 13.9 km/kWh ※２

最高速度 140km/h （ﾘﾐｯﾀｰ） 140km/h （ﾘﾐｯﾀｰ）
一充電走行距離 － 120 km ※３

電池 － リチウムポリマー電池   8.8 kWh

　　　　※１　電気自動車は、最大出力・最大トルクを発揮できる回転域が広い。
　　　　※２　10・15モード燃費
　　　　※３　計算値であり、実際とは異なる可能性がある。

軽乗用車　ＦＦ　ＭＴ

●県ＥＶ開発プロジェクトを代表するフラッグシップカーとしての位置づけ 

●高価ではあるが、リチウム電池と強力なＡＣモーターの組み合わせに
より、高い動力性能を追求 



改造着手 

改造電気自動車（スズキ・エブリイ）２号車 

エンジン取り外し 
モーター等取り付け 

完 成 

改造検査 

車  検 
運転席 

※オートマチック車の改造部品を開発（特許出願） 





改造電気自動車２号車 （スズキ・エブリイ）仕様表  

タイプ
主要緒元 改造前 改造後

全長 3,395 mm 3,395 mm
全幅 1,475 mm 1,475 mm
全高 1,875 mm 1,875 mm

車両重量 880 kg 1,362 kg
原動機 ＮＡエンジン　0.658 ㍑ ＤＣモーター

乗車定員 2（4） 名 2（4） 名
最大積載量 350（250） kg 200（100） kg
最大出力 36 kW （5800 回転） 36 kW
最大トルク 62 N･m （4000 回転） 85.5 N･m

一充電走行距離 － 100 km程度 ※１

電池 － 鉛電池   15.4 kWh

　　　　※１　計算値であり、実際とは異なる可能性がある。

軽商用車　ＦＲ　ＡＴ

●実用ＥＶ商用車モデルとしての位置づけ 

●安価な鉛電池とＤＣモーターの組み合わせにより、コストダウンと商用車
としての使い勝手を追求 



ＥＶ関連産業の創出 

改造電気自動車の試作 

改造電気自動車の今後の取組み 

機能性の向上
安全性の向上 

農業機械等の電動化に応用  

技術セミナーや現地指導による
県内での改造事業者の育成 



電気自動車普及協議会(APEV)について  

愛媛県もAPEV設立当初から参加。 

佐藤ＥＶ開発センター長がEVコンバージョン

委員会（改造電気自動車の普及・講習など
を担当）の委員長に就任している。 

ＥＶがもたらす未来環境の提言などを行うことを目的とした全国組織。自動車メーカー
や自動車関連企業、地方自治体や教育機関等が参加している。2010年6月に設立。 



重量物輸送用の電動バイク 
の試作開発 

愛媛県EV開発ｾﾝﾀｰ 

㈱ピューズ 

県内メーカーによる生産を目指す！ 

新聞配達用バイク 
 ・早朝の騒音低減 
 ・CO2排出削減 

モーター 

東南アジアでの 
重量物輸送バイク 
 ・大きな市場  
 ・CO2排出削減 

リチウムバッテリ 

★環境省「平成22年度地球温暖化対策技術開発等事業」 の採択を受けて始動 

読売情報開発 

プロジェクト期間 ： ３年間 

電動バイクの研究開発 



農業機械の電動化に関する研究開発 

H22年度に愛媛大学と愛媛県とで 

  「農作業機械の電動化に関する研究開発」 

として、手始めに電動サツマイモ植え付け機を 

試作し、農作業機械としての性能を検証しました。 

H23年度は、 

井関農機㈱、愛媛大学、愛媛県の３者で 

 「農業機械の電動化に関する基礎研究 」 

として、7月から共同研究をスタートし、 

トラクターの電動化に取り組みました。 



愛媛大学及び徳島工業短期大学との連携 

愛媛大学との連携（H22年5月ＥＶに関する覚書締結）  

 ○農業機械の電動化など共同研究の実施 

 ○ＥＶ関連分野での次世代電力網の活用に関する連携 

 ○双方の人材育成分野における連携 

徳島工業短期大学との連携（H22年5月ＥＶに関する連携協定締結）  

 ○同大学が保有する試験機器を活用した安全性検証への協力 

 ○双方の人材育成分野における連携 
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